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国　税／�4月分源泉所得税の納付� 5月11日
国　税／�3月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 6月1日
国　税／�9月決算法人の中間申告� 6月1日
国　税／�6月、9月、12月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 6月1日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合）� 6月1日
国　税／�確定申告税額の延納届出による延納税額の

納付� 6月1日
国　税／�特別農業所得者の承認申請� 5月15日

地方税／�自動車税・鉱区税の納付�
� 都道府県の条例で定める日

5 2015（平成27年）

省エネ住宅ポイント制度　一定の省エネ性能がある住宅の新築やリフォームに対して
地域産品や商品券などと交換できるポイントを発行する制度。新築・リフォームの場合、
平成26年12月27日以降の工事契約（一定の完成済新築住宅購入の場合は同日前までに完
成し27年２月３日以降に売買契約）からポイント制度の対象になります。
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５月号─2

　

信
用
保
証
協
会
の
利
用
企
業
は
、

平
成
二
十
六
年
三
月
末
現
在
で
一
四

六
万
企
業
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
公
的

金
融
機
関
の
中
で
も
利
用
が
多
く
、

利
用
企
業
の
九
割
は
従
業
員
数
が
二

〇
名
以
下
の
小
規
模
企
業
で
す
（
財

務
省
資
料
）。
中
小
企
業
へ
の
公
的

融
資
の
保
証
等
を
行
っ
て
い
る
信
用

保
証
協
会
に
つ
い
て
、
全
国
信
用
保

証
協
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

よ
り
そ
の
事
業
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

１　

信
用
保
証
協
会
と
は

　

信
用
保
証
協
会
と
は
、
信
用
保
証

協
会
法
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
金
融
の
円
滑

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
公
的
機
関
で
す
。

　

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
金
融
機

関
か
ら
事
業
資
金
の
調
達
を
し
た
い

時
、
信
用
保
証
協
会
に
保
証
を
申
し

込
み
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
信
用
保
証

協
会
が
債
務
の
保
証
を
行
う
こ
と
に

よ
り
資
金
の
調
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
仕
組
み
を
「
信
用
保
証
制
度
」
と

い
い
ま
す
。

　

信
用
保
証
協
会
は
、
四
七
都
道
府

県
と
四
市
（
横
浜
市
・
川
崎
市
・
名

古
屋
市
・
岐
阜
市
）
に
あ
り
、
各
地

域
に
密
着
し
た
業
務
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

２　

信
用
保
証
制
度
の
概
要

⑴
　
仕
組
み

　

信
用
保
証
制
度
は
、
基
本
的
に
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、
金
融
機

関
、
信
用
保
証
協
会
の
三
者
が
当
事

者
で
す
。

⑵
　
流
れ

①
保
証
申
込

　
　

信
用
保
証
協
会
や
金
融
機
関
な

ど
の
窓
口
へ
申
し
込
み
ま
す
。

②
保
証
承
諾

　
　

信
用
保
証
協
会
は
、
事
業
内
容

や
経
営
計
画
な
ど
を
検
討
し
、
保

証
の
諾
否
を
決
め
、
金
融
機
関
に

連
絡
し
ま
す
。

③
融
資

　
　

保
証
承
諾
後
、
信
用
保
証
書
の

交
付
を
受
け
た
金
融
機
関
が
融
資

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
信
用
保
証

協
会
の
保
証
利
用
の
対
価
と
し
て
、

所
定
の
信
用
保
証
料
の
支
払
い
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

④
返
済

　
　

返
済
条
件
に
基
づ
き
借
入
金
を

金
融
機
関
へ
返
済
し
ま
す
。

⑤
代
位
弁
済

　
　

万
一
、
何
ら
か
の
事
情
で
返
済

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
借
主

に
代
わ
っ
て
信
用
保
証
協
会
が
金

融
機
関
に
「
立
替
払
い
」
を
行
い

ま
す
（
借
入
金
の
代
位
弁
済
）。

⑥
弁
済

　
　

中
小
企
業
者
等
は
、
信
用
保
証

協
会
へ
返
済
し
ま
す
。

⑶
　
利
用
可
能
な
事
業
者

①
企
業
規
模
（
資
本
金
・
従
業
員
数
）

　
　

資
本
金
ま
た
は
常
時
使
用
す
る

従
業
員
数
の
い
ず
れ
か
一
方
が
、

次
ペ
ー
ジ
表
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

組
合
は
、
そ
の
組
合
が
保
証
対
象

事
業
を
営
む
も
の
、
ま
た
は
、
そ

の
構
成
員
の
三
分
の
二
以
上
が
保

証
対
象
事
業
を
営
ん
で
い
れ
ば
対

象
と
な
り
ま
す
。

②
業
種

　
　

ほ
と
ん
ど
の
商
工
業
の
業
種
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
林

漁
業
、
遊
興
娯
楽
業
の
う
ち
風
俗

関
連
営
業
、金
融
業
、学
校
法
人
、

宗
教
法
人
、
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
含
む
）、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
（
有
限

責
任
事
業
組
合
）
等
、
そ
の
他
協

　信
用
保
証
協
会

　
　
　
　の
利
用

信用保証制度の全体像

中小企業
小規模事業者

信用保証制度の仕組み

信
用
保
証
協
会

①
保
証
申
込

⑥
弁
済

③
融
資 ④

返
済

⑤
代
位
弁
済

②
保
証
承
諾

金
融
機
関



3─５月号

会
で
不
適
当
と
認
め
る
業
種
に
つ

い
て
は
保
証
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
東
京
都
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
、
農
商
工
等
連

携
支
援
関
連
保
証
及
び
商
店
街
活

性
化
支
援
関
連
保
証
を
利
用
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
許
認
可
・
届
出
等
を
要

す
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
（
ま
た

は
、
営
む
）
場
合
は
、
そ
の
事
業

に
係
る
許
認
可
等
を
受
け
て
い
る

（
ま
た
は
、
受
け
る
）
こ
と
が
必
要

で
す
。

③
区
域
・
業
歴

　
　

原
則
と
し
て
、
各
信
用
保
証
協

会
の
管
轄
区
域
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
込
先

の
信
用
保
証
協
会
が
管
轄
す
る
都

道
府
県
や
市
に
事
業
実
態
が
あ
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

保
証
制
度
に
よ
り
要
件
と
し
て
業

歴
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

⑷
　
保
証
限
度
額

　

保
証
対
象
と
な
る
資
金
は
、
事
業

経
営
に
必
要
な
資
金
（
運
転
資
金
及

び
設
備
資
金
）
に
限
ら
れ
て
お
り
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
一
人
に

係
る
保
証
限
度
額
は
、
中
小
企
業
信

用
保
険
に
お
け
る
普
通
保
険
の
限
度

額
二
億
円
（
組
合
四
億
円
）
と
無
担

保
保
険
の
限
度
額
八
、〇
〇
〇
万
円（
組

合
も
同
額
）
を
合
わ
せ
た
二
億
八
、〇

〇
〇
万
円
（
組
合
四
億
八
、〇
〇
〇

万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

一
般
保
証
に
係
る
保
証
限
度
額
と
は

別
枠
で
、
中
小
企
業
信
用
保
険
の
特

例
措
置
等
に
基
づ
き
各
種
の
政
策
目

的
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
別
枠
保
証
に

係
る
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑸
　
責
任
共
有
制
度

　

信
用
保
証
協
会
が
保
証
人
と
な
る

保
証
付
融
資
に
は
、
原
則
と
し
て
、

融
資
額
の
一
〇
〇
％
を
信
用
保
証
協

会
が
保
証
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

平
成
十
九
年
十
月
か
ら
は
、
一
部
の

融
資
を
除
き
、
金
融
機
関
が
信
用
リ

ス
ク
の
二
割
相
当
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
円
滑
な
制
度
導
入
の
観
点

か
ら
、「
創
業
関
連
保
証
（
再
挑
戦
支

援
保
証
を
含
む
）、
創
業
等
関
連
保

証
に
係
る
保
証
」、「
小
口
零
細
企
業

保
証
制
度
」、「
経
営
安
定
関
連
保
証

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）１
号
〜
６
号
」、

「
災
害
関
係
保
証
に
係
る
保
証
」
等
の

保
証
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
％

保
証
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　

利
用
の
メ
リ
ッ
ト

⑴
　
融
資
枠
の
拡
大

　

取
引
金
融
機
関
の
プ
ロ
パ
ー
融
資

と
保
証
付
融
資
の
併
用
に
よ
り
、
融

資
枠
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

⑵
　
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
保
証
制
度

の
利
用

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
保
証
制
度
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
　
長
期
の
借
入
れ
が
可
能

　

長
期
の
借
入
れ
に
対
応
し
た
保
証

制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑷
　
連
帯
保
証
人
が
不
要

　

原
則
と
し
て
、
法
人
代
表
者
以
外

の
連
帯
保
証
人
は
必
要
が
な
く
、
ま

た
、
個
人
事
業
者
の
場
合
、
保
証
人

は
原
則
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⑸
　
担
保
が
な
く
て
も
利
用
可
能

　

不
動
産
担
保
に
過
度
に
依
存
し
な

い
保
証
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

表　信用保証制度を利用可能な事業者
業種 資本金 従業員数

製造業など（建設業・運送業・不動産業を含む） 3億円以下 300人以下
ゴム製品製造業（自動車または航空機用タイヤ等を除く） 3億円以下 900人以下

卸売業 1億円以下 100人以下
小売業・飲食業 5,000 万円以下 50人以下
サービス業 5,000 万円以下 100人以下

ソフトウェア業／情報処理サービス業 3億円以下 300人以下
旅館業 5,000 万円以下 200人以下

医療法人等 − 300人以下



５月号─4

　歯は全身の健康の原点です。私たちの生
命活動は、言うまでもなく、食べることに
よって支えられていますが、食べるために
無くてはならない歯の寿命が、長くなった
平均寿命に追いついていません。
　歯を失う２大原因は歯周病とむし歯です
が、なかでも歯周病は、糖尿病や心臓病と
同じ生活習慣病に位置づけられています。
最近、様々な研究により、歯周病は単なる
口の病気ではなく、歯周病と全身の健康と
の関係がわかってきました。たとえば、糖
尿病の人には歯周病になっている人が多
く、また歯周病が治りにくいという報告が
あります。歯周病と心臓病・肺炎・骨粗し
ょう症などとの関連も指摘されています。
　よく噛むことは、全身を活性化させるの
に重要な働きをしています。学校食事研究
会が作った標語「ひみこの歯がいーぜ」か
ら、噛むことの効用を考えてみましょう。

　ひ肥満を防ぐ：よく噛むと脳にある満腹
中枢が働いて食べ過ぎを防ぐことができま
す。み味覚の発達：よく噛むと食べもの本
来の味がよくわかります。こ言葉の発音が
はっきり：よく噛むことにより口のまわり
の筋肉を使うため、表情が豊かになり、ま
た、口をしっかり開けて話すときれいな発
音ができます。の脳の発達：よく噛む運動
は、脳細胞の働きを活発化します。子ども
の知育を助け、高齢者は認知症の予防に役
立ちます。は歯の病気を防ぐ：よく噛むと
唾液がたくさん出て、口の中をきれいにし
ます。この唾液の働きが虫歯や歯周病を防
ぎます。◯がガンの予防：唾液に含まれる酵
素には、発がん物質の発がん作用を消す働
きがあるといわれています。い胃腸の働き
を促進する：よく噛むことで消化酵素がた
くさん出て消化を助けます。◯ぜ全身の体力
向上と全力投球：ここ一番力が必要なとき、
歯を食いしばることで力がわいてきます。

　「良禽」とは賢い鳥をいい、賢い鳥は、
食べ物があって住みやすく、外敵の来ない
安全な木を選んで（択んで）巣を作ること
から、賢い人は立派な主君を選んで仕える
ことのたとえとして用いられます。出典は
「春秋左氏伝」です。
　「うちの社員はダメ社員ばかりで…」と
いう経営者の嘆きを聞くことがあります
が、賢者は賢君に仕える、つまりできる社
員はできる経営者を選んで仕えるものでは
ないでしょうか。社員は経営者の鏡であり、
「子は親の背中を見て育つ」といわれるよ
うに、経営者をよく見ています。経営者が
人間的に優れていると社員もそれに感化さ
れるでしょう。しかし、「黙って俺につい
てこい」というだけではなかなか効果が表
れないものです。
　経営理念に基づく経営計画や経営戦略を
明確にして、社員に目的意識を持って取り
組んでもらうことが大切でしょう。

　

楽
天
ト
ラ
ベ
ル
発
表
の
二
〇
一
四

年
の
年
間
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
本
の
名
湯
の

ぬ
く
も
り
で
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し

ま
し
ょ
う
。

　

第
一
位
は
静
岡
県
の
熱
海
温
泉
。

東
京
か
ら
新
幹
線
で
四
五
分
。
全
国

屈
指
の
知
名
度
と
湯
量
を
誇
る
、
日

本
を
代
表
す
る
温
泉
地
の
一
つ
で
す
。

ビ
ー
チ
・
山
・
グ
ル
メ
・
花
火
な
ど

多
彩
な
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
第
二
位
は
大
分
県
の
別

府
温
泉
。
源
泉
数
、
湧
出
量
と
も
に

日
本
一
を
誇
り
、
人
が
入
浴
で
き
る

温
泉
地
と
し
て
は
世
界
最
大
。
別
府

八
湯
は
そ
れ
ぞ
れ
泉
質
が
異
な
り
、

湯
め
ぐ
り
が
楽
し
め
ま
す
。
以
下
、

那
須
温
泉（
栃
木
県
）、白
浜
温
泉（
和

歌
山
県
）、
伊
東
温
泉
（
静
岡
県
）、

草
津
温
泉
（
群
馬
県
）、
鬼
怒
川
温

泉
（
栃
木
県
）、道
後
温
泉
（
愛
媛
県
）

と
続
い
て
い
ま
す
。

〜歯の健康〜

良禽択木
〜りょうきんは木を択ぶ〜人

気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ


